












(1， 3， 4， 7， 8， 12， 13， 16， 19など).しかし，この試薬が入手困難であったためか，日本で












この実験に用いた EMSは Eastman社製のものである.これを蒸溜水で希釈し， tris-
maleit-NaOH緩衝液 (pH=7.0)を加えて， O. 010， O. 025およびO.050Mの3階級の濃度
に調製した.なお，標準区として EMSを加えない処理液(緩衝液は含む〉も用意した.
そして，これらの各処理液2∞ccに上記の大変種子仮氾粒ずつを漫潰し，第1表に示すよ
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稔性，生存個体率などを調べた. この場合，標準区の各調査形質とも， 200C 24時間処理
と20C72時間処理との聞には有意な差異が認められなかったので， 両者の平均値をもっ





































個休は移梢後日着Lたが. IH穂、し た穂は完全に不稔となった. 紡局， この処殉夜では次
代のriJi ~rー をまったくれ}ることがで主ず， 稔実{~\l(.本 でぶした成熟JUJの生存fI.j{-+:取はOと
なった.また，幼前略の生理的障百の比較的大きかったO.025M ，\~jìlñlJ~時間処JW. [B]と
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り，稔性も低下し， 稔実個体率は減少した. とくに，発芽比 70~80%の処坪.区では稔性
が著しく低下し.60%の発芽比では稔尖個体はOとなった.また，同じような関係が第 l
葉長でもみられた.第 l 葉長比が 70~80 %では稔性低下が苦しく. 50~60 %の処瑚区で
はおそらく稔実個体率はなくなるであろう.従って，処開方法の早期下IJ定基準として，少

























位の変異率について， B区とF区とで変異率の大小の順位が逆転した. これは高 dose処
理によって Ml個体内の不稔穂率が増大したことが関係し，変異を表型的に掴む確率が低
下したものと考えられる.従って，葉緑素の変異率からみた処理方法としては，本実験の
範囲内では， O. 025M 200 C 24時間処理 (B)がもっとも期待できるといえよう.














































































alboxantha， vir姐oxanthaの如きものをさす. また， rその他」の変異型には tigrinaと
maculataが含まれた.一般に， 1葉すべてが単色表型を示す albina，xanthaおよび viri-
disの方が，複色表型のものより多い. また， 単色表型では albinaと viridisの割合が
多く， xanthaの変異は少なかったくただし，O.OlOM 低温長時間処理区 (D)の変異型
散は少なく，変異型割合は参考までtこ止めた). 0.025MおよびO.050Mの低温長時間処理
区 (EおよびF)での striata割合は albina，viridisに次いで高かった.しかし，全体と
して，これらの処理区間では大きな変異型割合の差異は認められなかった (X2=27.864，
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* albina， xantha， viridisの混合型で， alboxantha， viridoxanthaの如きもの.
P=o. SO~o. 20). 




変異率=変異系統割合x平均変異型数….....・H ・..・H ・-…..・H ・-…(1)
である.ここに，
ただし，
変異系統割合 (ρ)=l/N...…..・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・.…..・H ・..……(2)





変異率 (r)=m/N= l/Nxm/l"・H ・.…..・H ・-….........・H ・.(4) 
いま， Ml 1個体(または穂〉内で1つの変異が他の変異とは全く無関係に生起し， 個々
の変異はそれぞれ異った変異型をM2世代で示すものと仮定すれば， 次の等式が成り立
つ.すなわち，
変異系統割合 (ρ)=.x+.x2+・H ・H ・....・H ・.・H ・.+.x" 
= 2].x'・H ・H ・...・H ・.・H ・.・H ・.…H ・H ・-…H ・H ・../(5) 
変異率 (r)= .x+ 2.x2 + .・H ・.・H ・.・H ・..+ n.x" 




平均変異型数(弱)=変異率 (r)/変異系統割合 (ρ).・H ・H ・H ・..……(7)
であるから， (5)と (6)式から
平均変異型数(扇〉=EY侶f--H・H ・.・H ・.・H ・.....…・…H ・H ・"(8)
となる.
いま，第3表に示したMl個体またはMl穂単位の変異率から，各処理区別に.x(;=1) 








































































































処理 変 異 率 C%) 変異 個体析出割合 C%)
区分 主稗 1 次 2次以上 主稗 1 次 2次以上 計
A 6.5 13.3 14.4 4.6 13.3 18.0 13.85 
B 48. 1 34.3 37.0 16.3 24. 1 20.5 20.96 
D 2.1 1.8 2.5 11.9 9.5 8.0 9.61 
E 4.2 7.8 3.3 8.3 13.2 19.7 13.46 
























































第 1業長比 (%) 
生理的障害と変異率 (Ml穂単位〕との関係




































































1つ， methane sulfonic acid (CHsSOz()H)は処理当代で生理的障害を与えるが，変異






はQ1O";:2.7とほぼ一定である (6). いま， EMSの組織内への穆透速度が加水分解より
も温度による影響が小さいとすれば，低温高濃度処理または低温長時間処理で生理的障害
を軽減し，変異率を高めることができるのではなし、かと考えた.低温高潰度処理について






処理期間中に， EMSの突然変異誘発効果が激減したとも考えられない. 一方， 小麦の実
験では， 200C処理よりも 250Cで methanesulfonic acidに対する EMSの種子内吸収
比が幾分高い結果も得ている (2). このように，温度によって EMSと加水分解産物と

















高く， 2次分げつや高節位の 1次分げつで、は低い (20). しかし，本実験の EMS処理は多
くの場合， 放射線照射の結果とは異なり， 分げつ別の変異率は主稗穂より分げつ穂で高
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処理と 20C 72時間処理との聞には大差なかった. しかし， 高濃度になるにつれて変異
誘発効率は高まった.
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